
Title 一九四四年五月-八月 新設文学賞と朗読文学

Author(s) 吉岡, 真緖

Citation 太宰治スタディーズ. 2016, 6, p. 36-39

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/57194

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



36

一
九
四
四
年
五
月

八
月

新
設
文
学
賞
と
朗
読
文
学
／
吉
岡
真
緖

太
宰
は
、
五
月
に
「
津
軽
」
執
筆
の
た
め
の
津
軽
旅
行
に
出
発
。
途
中
、
関
東
軍
機
関
誌
「
満
洲
良
男
」

八
月
号
の
た
め
に
「
奇
縁
（
新
釈
諸
国
噺
）」（
内
容
未
詳
）
を
執
筆
、
発
送
。
八
月
、
長
男
誕
生
。（『
太

宰
治
の
年
譜
』）

戦
局
悪
化
に
伴
い
不
足
す
る
戦
力
や
生
産
力
の
補
充
の
た
め
、
寄
合
所
か
ら
劇
場
、
学
校
、
病
院
に
至

る
ま
で
工
場
化
し
、
学
生
や
女
性
、
児
童
、
入
院
患
者
を
も
戦
闘
や
労
働
に
強
制
的
に
動
員
す
る
施
策
が

次
々
と
打
た
れ
た
。
両
国
の
国
技
館
も
工
場
に
接
収
さ
れ
た
た
め
、
五
月
の
大
相
撲
夏
場
所
は
後
楽
園
球

場
で
開
催
と
な
っ
た
。
国
民
総
出
で
「
生
産
の
増
強
」「
食
糧
の
確
保
」
に
従
事
す
る
状
況
下
、
日
本
文
学

報
国
会
で
は
「
生
産
戦
場
躍
進
運
動
」
と
し
て
前
年
か
ら
実
施
の
、
文
士
を
組
織
的
に
軍
需
工
場
に
派
遣

し
産
業
戦
士
を
「
激
励
」
す
る
活
動
に
加
え
、
産
業
戦
士
と
な
っ
た
文
士
の
職
場
報
告
を
機
関
誌
「
文
學

報
國
」
に
毎
号
の
よ
う
に
掲
載
し
た
。
日
本
文
学
報
国
会
は
「
日
本
の
文
学
者
が
各
個
に
分
散
し
、
個
人

的
発
言
に
終
始
し
て
ゐ
る
や
う
な
現
状
は
徹
底
的
に
清
算
し
、
大
和
強
力
の
旗
の
下
に
、
全
日
本
の
文
学

者
の
総
力
を
一
つ
に
結
集
し
た
一
元
的
組
織
」（「
社
団
法
人
『
日
本
文
学
報
国
会
』
設
立
趣
意
書
」
一
八

四
二
・
六
）
で
あ
る
。
太
宰
治
「
赤
心
」
を
収
録
し
た
、
本
会
編
の
『
辻
小
説
集
』（
一
九
四
八
・
八
、
八

紘
社
杉
山
書
店
）
は
「
健
艦
醵
金
運
動
」
の
実
施
で
あ
る
。
政
府
当
局
を
後
ろ
盾
に
し
た
本
会
へ
の
入
会

は
「
一
種
の
免
罪
符
」
で
あ
る
か
の
如
き
雰
囲
気
が
文
士
達
を
支
配
し
て
お
り
、
当
時
「
入
会
を
自
分
か

ら
、
断
っ
た
の
は
、
中
里
介
山
た
だ
ひ
と
り
」
だ
っ
た
と
、
嘱
託
だ
っ
た
平
野
謙
（「
日
本
文
学
報
国
会
の

成
立
」、「
文
学
」
一
九
六
一
・
五
）
は
回
想
し
て
い
る
。
中
里
は
こ
の
年
四
月
に
歿
し
、
同
月
に
歿
し
た

近
松
秋
江
と
と
も
に
「
文
學
報
國
」
誌
面
で
追
悼
が
な
さ
れ
て
い
る
。

六
月
一
八
日
、
文
学
報
国
会
は
情
報
局
・
陸
軍
省
・
海
軍
省
・
大
政
翼
賛
会
後
援
の
下
、
文
学
者
総
蹶

起
大
会
を
主
催
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
警
戒
警
報
発
令
に
よ
り
延
期
、
事
実
上
の
取
り
や
め
と
な
っ
た
。

同
大
会
で
は
文
学
報
国
会
設
立
の
文
報
小
説
賞
を
筆
頭
と
し
た
新
設
の
賞
に
、
芥
川
賞
、
直
木
賞
、
新
潮

賞
等
既
設
の
賞
を
加
え
た
計
一
四
種
の
文
学
賞
・
国
文
学
賞
の
合
同
授
与
式
も
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、

吉岡真緖

【
戦
局
】

▼
６
月

・
中
国
基
地
か
ら
初
め
て
米
軍
Ｂ

が
北
九

29

州
を
空
襲

・
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
敗
北
。
空
母
、
航
空
機

の
大
半
を
失
う

▼
７
月

・
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
失
敗
。
中
止

・
サ
イ
パ
ン
島
、
三
万
人
玉
砕

▼
８
月

・
テ
ニ
ヤ
ン
、
八
千
人
玉
砕

・
大
本
営
政
府
連
絡
会
議
、
最
高
戦
争
指
導

会
議
と
改
称

・
グ
ア
ム
島
、
一
万
八
千
人
玉
砕

・
軍
需
省
、〈
海
戦
以
降
物
的
国
力
の
推
移
な

ら
び
に
今
後
に
お
け
る
見
透
し
〉
を
作
成

（
サ
イ
パ
ン
島
失
陥
後
の
物
的
国
力
崩
壊

を
認
定
）

・
閣
議
、
総
動
員
警
備
要
綱
を
決
定
（
国
内

防
衛
体
制
を
強
化
）

・
最
高
戦
争
指
導
会
議
で
〈
世
界
情
勢
判
断
〉

及
び
〈
今
後
採
る
べ
き
戦
争
指
導
大
綱
〉

決
定
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こ
ち
ら
は
七
月
一
〇
日
に
実
施
さ
れ
た
。「
文
學
報
國
」
に
は
「
受
賞
者
の
言
葉
」
が
三
回
に
亘
っ
て
掲
載

さ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
新
設
の
賞
で
あ
る
歴
史
文
学
賞
の
最
終
候
補
四
作
に
太
宰
治
『
右
大
臣
実
朝
』（
一

九
四
三
・
九
、
錦
城
出
版
社
）
が
残
っ
た
が
、
受
賞
は
逃
し
た
。
候
補
作
八
作
の
う
ち
四
作
が
同
点
で
残

り
、
陸
軍
軍
人
「
座
長
柳
川
平
助
閣
下
に
一
任
後
、
遂
に
『
阿
波
山
獄
党
』
と
決
定
し
た
」（「
文
學
報
國
」

六
・
一
）
と
い
う
。
本
賞
を
含
め
こ
の
と
き
が
第
一
回
目
授
与
だ
っ
た
賞
は
八
つ
で
あ
る
。
文
学
賞
に
就

い
て
、
一
月
二
〇
日
付
「
文
學
報
國
」
で
文
学
報
国
会
事
業
部
長
・
戸
川
貞
雄
は
「
国
家
の
要
請
に
応
じ

て
設
立
さ
れ
た
」
文
学
報
国
会
が
芥
川
賞
や
直
木
賞
、
新
潮
賞
等
の
既
存
の
文
学
賞
と
は
別
個
に
文
学
報

国
会
賞
を
設
定
す
る
は
「
論
を
俟
た
ぬ
こ
と
」
で
あ
り
、「
営
利
的
な
出
版
企
業
態
の
存
続
も
許
さ
れ
な
い

今
日
以
後
に
か
ん
が
み
、
こ
の
機
会
に
一
層
い
さ
ぎ
よ
く
文
学
報
国
会
賞
の
う
ち
に
解
消
せ
し
め
て
は
如

何
か
と
思
ふ
」（「
権
威
と
責
任
と
」）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
家
の
要
請
に
応
じ
た
文
学
報
国
会
が

設
立
し
た
賞
以
外
は
「
接
収
」
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
の
だ
が
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
の
文

学
に
対
す
る
坪
井
秀
人
の
、「
表
現
の
個
別
的
な
主
体
が
〈
国
体
〉
と
い
う
巨
大
な
単
一
の
主
体
に
吸
収
さ

れ
同
値
さ
れ
る
限
り
で
、
国
家
は
当
時
極
端
に
供
給
統
制
し
た
物
資
を
そ
れ
ら
の
〈
表
現
〉
に
惜
し
げ
も

な
く
放
出
し
」（『
声
の
祝
祭
』
一
九
九
七
・
八
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
た
と
の
指
摘
に
鑑
み
る
に
、
用

紙
不
足
の
状
況
下
異
様
と
も
言
え
る
新
設
賞
の
数
は
、
言
論
統
制
の
現
れ
に
他
な
ら
な
い
。
五
月
に
は
大

日
本
防
空
協
会
主
催
・
情
報
局
協
賛
の
「『
決
戦
防
空
』
演
劇
脚
本
懸
賞
募
集
規
定
」（「
文
學
報
國
」
五
・

二
〇
）
が
、
六
月
に
は
日
本
文
学
振
興
会
に
よ
る
戦
記
文
学
賞
の
制
定
（「
文
藝
春
秋
」
六
）
が
、
神
風
特

別
攻
撃
隊
初
出
撃
を
三
ヶ
月
後
に
控
え
た
七
月
に
は
「
航
空
思
想
の
普
及
に
資
し
、
航
空
に
対
す
る
正
し

い
認
識
を
深
め
、
こ
れ
が
関
心
を
た
か
む
る
」
に
貢
献
せ
り
と
認
め
ら
れ
る
文
芸
作
品
に
贈
ら
れ
る
航
空

文
学
賞
の
創
設
が
発
表
（「
文
學
報
國
」
七
・
一
）
さ
れ
た
。

七
月
、
い
わ
ゆ
る
横
浜
事
件
と
称
さ
れ
る
筆
禍
事
件
の
拡
大
で
情
報
局
は
中
央
公
論
社
と
改
造
社
の
代

表
を
呼
び
出
し
「
営
業
方
針
に
お
い
て
戦
時
下
国
民
の
思
想
善
導
上
許
し
が
た
い
事
実
が
あ
る
」
と
の
理

由
で
自
発
的
廃
業
を
指
示
、
両
社
は
月
末
に
解
散
し
た
。（『
中
央
公
論
社
の
八
十
年
』
一
九
六
五
・
一
〇
）

太宰治と戦争1941-1945

【
社
会
】

▼
５
月

・
那
須
で
初
の
都
立
戦
時
疎
開
学
園
開
園

・
国
鉄
初
の
女
性
車
掌
が
勤
務
開
始

・
文
部
省
、
学
校
工
場
化
実
施
要
項
を
発
表

▼
６
月

・
閣
議
、
戦
時
非
常
金
融
対
策
整
備
要
綱
を

発
表
（
空
襲
な
ど
の
戦
時
災
害
に
対
す
る

預
貯
金
支
払
、
応
急
資
金
供
給
対
策
）

・
有
珠
山
大
噴
火
に
よ
る
昭
和
新
山
誕
生

・
国
民
学
校
初
等
科
児
童
の
集
団
疎
開
決
定

▼
７
月

・
東
条
内
閣
総
辞
職
、
小
磯
内
閣
成
立

・
閣
議
、
国
民
学
校
高
等
科
・
中
学
校
低
学

年
生
の
動
員
、
深
夜
業
の
強
化
を
決
定

・
文
部
省
、
学
童
集
団
疎
開
の
範
囲
を
拡
大

▼
８
月

・
国
民
総
武
装
が
決
定（
竹
槍
訓
練
始
ま
る
）

・
東
京
都
区
内
の
学
童
集
団
疎
開
第
一
陣
出

発
・
軍
需
省
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
買
上
げ
開
始

・
沖
縄
か
ら
の
疎
開
船
対
馬
丸
撃
沈

・
学
徒
勤
労
令
、
女
子
挺
身
勤
労
令
公
布
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こ
の
直
後
、
八
月
一
日
付
「
文
學
報
國
」
に
は
、「
自
己
の
人
格
以
外
の
一
切
を
失
つ
た
」、「
名
声
も
な

い
、
発
表
機
関
も
な
い
、
生
活
の
形
式
も
な
い
」
現
今
の
作
家
が
進
む
べ
き
「
挺
身
」
を
次
の
よ
う
に
示

す
石
川
達
三
の
論
説
「
作
家
は
直
言
す
べ
し
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

文
学
に
執
着
す
る
心
を
す
て
去
る
べ
き
時
で
あ
る
。
ま
だ
残
つ
て
ゐ
る
寥
々
た
る
雑
誌
や
新
聞
の
文

芸
欄
へ
の
執
筆
を
心
懸
け
る
の
も
愚
劣
で
あ
り
、
他
の
形
式
、
即
ち
放
送
文
芸
や
壁
小
説
な
ど
で
生

活
と
名
声
と
を
維
持
し
よ
う
と
考
へ
る
こ
と
も
見
す
ぼ
ら
し
い
努
力
に
過
ぎ
な
い
。
書
き
卸
し
小
説

で
生
活
を
立
て
よ
う
と
す
る
考
へ
方
も
ま
た
、
取
締
り
の
警
官
の
目
を
く
ゞ
つ
て
野
菜
の
買
出
し
を

や
る
や
う
な
悲
し
い
努
力
で
は
な
か
ら
う
か
。

端
的
に
い
ふ
な
ら
ば
日
本
の
文
化
当
局
は
吾
々
に
小
説
を
要
求
し
て
は
居
な
い
の
だ
と
い
ふ
も
あ
ま

り
に
失
当
で
は
あ
る
ま
い
。

現
下
国
内
の
最
大
難
問
は
民
衆
の
道
義
心
の
底
下
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
配
給
の
不
備
で
あ
り
、
言

論
の
不
自
由
で
あ
り
、
又
は
政
治
当
局
の
非
才
無
力
で
あ
る
。
こ
ゝ
に
私
は
作
家
が
働
く
べ
き
大
き

な
分
野
を
見
る
の
で
あ
る
。
一
切
を
失
つ
た
作
家
は
、
右
の
如
き
隘
路
に
む
か
つ
て
挺
身
し
て
行
け

る
筈
で
あ
る
。
当
局
者
に
む
か
つ
て
直
言
し
得
る
立
場
を
持
つ
の
で
あ
る
。
も
は
や
一
切
を
失
つ
て

更
に
失
ふ
べ
き
何
物
を
も
も
た
ぬ
吾
々
は
何
も
の
を
も
恐
れ
る
こ
と
な
く
こ
の
や
う
な
行
動
に
出
る

こ
と
が
で
き
る
。

石
川
は
、
太
宰
が
受
賞
を
逃
し
た
第
一
回
芥
川
賞
受
賞
作
家
で
あ
り
、
日
中
戦
争
に
取
材
し
「
中
央
公

論
」
一
九
三
八
年
三
月
号
に
発
表
し
た
「
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
」
が
、
皇
軍
兵
士
の
非
戦
闘
員
に
対
す
る
残

虐
行
為
を
記
述
し
安
寧
秩
序
を
乱
し
た
と
し
て
発
禁
に
な
っ
た
う
え
、
発
行
者
・
編
集
長
と
と
も
に
特
高

に
取
り
調
べ
ら
れ
有
罪
判
決
を
受
け
た
経
歴
を
持
つ
。
右
は
そ
の
石
川
の
、
体
制
批
判
と
と
ら
れ
か
ね
な

い
内
容
で
あ
り
、
当
時
の
文
学
状
況
を
直
視
し
た
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
に
併
せ
て
徳
田
戯
二
「
夏
の
短
篇

其
他
（
文
芸
時
評
）」（「
文
藝
首
都
」
八
）
に
お
け
る
「
三
田
文
学
の
四
五
月
合
併
号
が
印
刷
の
関
係
で
今

吉岡真緖

【
文
化
】

▼
６
月

・
「
詩
研
究
」（
四
季
・
歴
程
等
統
合
）
創
刊

・
「
俳
句
日
本
」（
層
雲
・
海
紅
等
統
合
）
創

刊
・
第
一
回
一
葉
賞
発
表

辻
村
も
と
子
「
馬
追
原
野
」

・
第
一
回
文
学
報
国
会
小
説
賞
発
表

豊
田
三
郎
「
行
軍
」

・
第
一
回
大
陸
開
拓
文
学
賞
発
表

大
滝
重
直
「
解
氷
期
」

・
第
一
回
興
亜
文
学
賞
発
表
（
受
賞
作
な
し
）

選
外
佳
作

呉
君
璧
「
東
方
の
曙
」

・
第
六
回
農
民
文
学
有
馬
賞
発
表

橋
本
英
吉
「
東
方
の
種
族
」

・
第
四
回
詩
人
懇
話
会
賞
発
表

蔵
原
伸
二
郎
「
戦
闘
機
」

・
大
日
本
言
論
報
国
会
、〈
言
論
人
総
決
起
大

会
〉
開
催
、
ヒ
ト
ラ
ー
へ
激
励
電
報
送
信

▼
７
月

・
第
七
回
新
潮
社
文
芸
賞
発
表

第
一
部

寺
門
秀
雄
「
里
恋
ひ
記
」

森
三
千
代
「
和
泉
式
部
」
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頃
に
店
頭
に
あ
つ
た
」
や
、
砂
原
彪
「
六
月
・
七
月
の
作
品
」（「
日
本
文
學
者
」
八
）
の
「
発
行
日
が
何

時
な
の
か
さ
へ
、
こ
の
ご
ろ
は
見
当
が
つ
か
な
い
」
や
、
河
上
徹
太
郎
「
短
篇
小
説
の
在
り
方
」（「
文
藝

春
秋
」
七
）
の
「
紙
が
少
く
な
つ
た
か
ら
短
篇
小
説
が
流
行
つ
て
来
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
昨
今
文
壇
の
争

は
れ
ぬ
特
徴
」
等
の
言
説
を
見
る
と
、
困
窮
と
文
学
形
式
の
関
係
が
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。

石
川
は
「
放
送
文
芸
」
に
も
言
及
し
て
い
る
。
戦
時
下
の
ラ
ジ
オ
は
国
民
を
統
制
す
る
公
共
性
と
緊
密

に
結
び
つ
い
て
い
た
。
七
月
一
〇
日
付
「
文
學
報
國
」
の
「
聴
覚
に
訴
へ
る
文
学
」
に
は
、
放
送
局
と
協

力
し
て
朗
読
文
学
懇
談
会
が
開
か
れ
「
文
学
表
現
の
革
新
的
分
野
を
開
き
国
語
の
音
の
美
し
さ
に
於
て
文

学
の
国
民
生
活
の
滲
透
を
目
指
す
朗
読
文
学
の
振
興
方
策
」
が
話
し
合
わ
れ
た
と
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
国
語

醇
化
運
動
で
あ
る
。
同
号
掲
載
の
猪
俣
勝
人
「
シ
ナ
リ
オ
文
学
の
道
」
に
は
、
文
学
報
国
会
に
お
け
る
シ

ナ
リ
オ
文
科
会
の
独
立
に
対
す
る
喜
び
と
と
も
に
「
小
説
文
学
の
衰
退
」、「
時
代
の
要
求
に
よ
つ
て
、
ほ

と
ん
ど
他
力
本
願
式
に
シ
ナ
リ
オ
文
学
の
道
が
拓
か
れ
た
の
だ
」
と
の
状
況
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
続

く
八
月
一
〇
日
付
同
誌
に
は
「
朗
読
文
学

短
篇
小
説
特
輯
」
が
組
ま
れ
、
室
生
犀
星
「
謎
」、
大
林
清

「
月
光
の
曲
」、
庄
司
總
一
「
蛍
」、
和
田
傳
「
も
つ
と
大
き
な
じ
や
が
い
も
」
と
と
も
に
太
宰
治
「
東
京

だ
よ
り
」
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
巻
頭
の
文
言
に
、
朗
読
文
学
は
「
唯
単
に
用
紙
不
足
に
よ
る
出
版
の
困

難
、
新
聞
雑
誌
の
頁
数
減
少
な
ど
に
依
る
発
表
舞
台
の
激
減
と
い
ふ
や
う
な
外
部
的
条
件
の
制
約
」
と
い

う
「
消
極
的
理
由
」
よ
り
も
、
近
時
の
「
放
送
技
術
事
業
の
発
展
普
及
」
や
「
集
団
生
活
者
層
の
増
加
に

伴
な
ふ
拡
声
装
置
の
整
備
」
等
の
時
代
の
要
請
に
よ
っ
て
必
然
的
に
樹
立
さ
れ
た
「
文
学
の
新
分
野
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
近
代
文
学
の
歴
史
は
音
読
か
ら
黙
読
へ
と
個
人
化
す
る
読
者
と

と
も
に
変
遷
し
た
文
体
の
歴
史
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
逆
行
す
る
朗
読
文
学
樹
立
は
、
文
学
賞
新
設
の
機
運

と
と
も
に
国
民
を
統
制
す
る
機
器
と
し
て
文
学
の
公
共
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
文
学
の
新
生
面
を
開
い

た
か
も
し
れ
な
い
。
公
共
性
と
芸
術
性
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
な
お
「
文
學
報
國
」
の
関
連
か
ら
朗
読
文

学
と
し
て
の
「
東
京
だ
よ
り
」
に
着
目
し
た
論
と
し
て
本
誌
掲
載
の
井
原
あ
や
「
閉
ざ
さ
れ
た
声
」
が
あ

る
。

太宰治と戦争1941-1945

第
二
部

牧
野
英
二「

突
撃
中
隊
の
記
録
」

・
東
洋
学
会
設
立

・
「
を
だ
ま
き
」
創
刊

▼
８
月

・
第

回
芥
川
賞
決
定

19
八
木
義
徳
「
劉
廣
福
」
小
尾
十
三
「
登
攀
」

・
第

回
直
木
賞
決
定

19岡
田
誠
三
「
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
山
岳
戦
」

【
代
表
作
】

▼
５
月

・
檀
一
雄
「
天
明
」（「
現
代
」）

・
太
宰
治
「
雪
の
夜
の
話
」（「
少
女
の
友
」）

・
太
宰
治
「
武
家
義
理
物
語（
新
釈
諸
国
噺
）」

（「
文
藝
」）

▼
７
月

・
石
一
郎
「
分
屯
地
」（「
新
潮
」）

・
川
端
康
成
「
一
草
一
花
」（「
文
藝
春
秋
」）

・
谷
崎
潤
一
郎
『
細
雪
』
上
巻
（
私
家
版
）

▼
８
月

・
太
宰
治
「
東
京
だ
よ
り
」（「
文
學
報
國
」）

・
尾
崎
一
雄
「
田
舎
が
た
り
」（「
文
藝
春
秋
」）

・
太
宰
治
『
佳
日
』（
肇
書
房
）


